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論 文 内 容 の 要 旨

Iは じめに

少子化や出産の医療化 による周産期 医療 の変化 によ り、助産師の職業的アイデンテ ィテ

イの核 とな る助産の分野で助産師が専 門性 を発揮 しているとはいいがたい状況になってい

る。職業生活 の中で助産師 としての役割が果たせ ていない、専 門性 を十分発揮 できる環境

にいないことによる業務 内容に対す る迷いや行き詰ま りは、キャ リアの危機 を招 くことと

なる。助産師は、様々なキャ リアの転換に係 る体験 を しなが ら、節 目を迎えていることが

予 測 され るが 、助 産 師 に とってモ チベ ー シ ョンが低 下す る よ うな節 目(transition)は 、い

わゆるキャ リアの危機 といえる。

そ こで、周産期医療の変化によ り助産師に起 こっている、助産師 としての役割 を果たせ

ていない、あるいは果たせ る職場 に所属 していない状況 をキャ リアの危機 ととらえ、キャ

リアの危機 を中心に、遭遇 した職業上の節 目 ・転機が どのよ うな教訓につながっているの

かを明 らかにす ることを 目的 とす る。

II研究方法と対象

研 究デザイ ンは質的帰納的研究であ り、半構造化面接法 を実施 し、フェイスシー トの質

問紙調査 を併せて行 った。研 究対象者 は、研究の趣 旨に同意 したネ ッ トワー クサンプ リン

グ に よ り選 定 した助 産師17名 で あ る。分 析方 法 は、信 穎 性を確 保 で き るBerelson,B.の 内

容分析の手法を用いてカテ ゴリーを抽 出 し概念化 した。

III結 果

1.助 産 師 のキ ャ リアの節 目に 関す るカ テ ゴ リー 、サ ブ カテ ゴ リー 、 コー ド数(比 率)と 一



致率について

助産師のキャ リアの節 目は854コ ー ドが抽出 され意味の類似性 にしたがい分類 した結果、

40サ ブカテゴ リーか らなる 【節 目の時期】【キャリアの危機 を認識 したきかっけ】【節 目に

とった行動】【経験か ら考え方 が変化 した】【キャリアの節 目の ささえ】【足をひっぱるマネ

ジメン ト】の6カ テゴ リーが生成 された。信頼性を確認す るために、分析者以外の第三者

である助産師2名 に再現性を確認 した。一致率をスコッ トの式 を用いて算出 した ところ、

91%、88%と な り、 カテ ゴ リー の信頼 性 は確保 され た。

2.各 カテ ゴ リー 、サ ブカテ ゴ リー の定義 と教 訓 との 関係

【節 目の時期】は、それまでの状況か ら変化を余儀 な くされたキャ リアの節 目と認識 し

た時 と定義 し、3つ のサブカテ ゴリー と3つ の教訓があげられた。【キャ リアの危機 を認識

したきっかけ】は、 自分は助産師なのに何 をやってい るんだろ うとい うどん詰 ま り感や 閉

塞感 をもつ とい う認識にいたる出来事 と定義 し、10の サブカテゴ リー と16の 教訓があった。

【経験 か ら考 え方が変化 した】は、経験 をリフレクシ ョン し、次に活かす事ができるよう

な考 え方 と定義 し、7つ の サ ブカテ ゴ リー と16の 教訓 が あ った。 【節 目に とった行 動 】 は、

8つ のサ ブ カテ ゴ リー と7つ の教 訓 があ った。 ま た、 【キ ャ リアの節 目の さ さえ】は 、キ ャ

リアの危機の状況か ら再起 させた人、言葉 と定義 し、8つ のサブカテゴ リー と4つ の教訓が

あった。【足をひっぱるマネジメン ト】は、上司が組織の中で助産師が うま く機能 し成果 を

あげることを目的に働 きかけることだが、うま く機能 していない状態 と定義 し、4つ のサブ

カテ ゴ リー と3つ の教 訓 が あげ られ た。

3.助 産師のキャリアの節 目の構造

4つ のキャリアの節 目の概念 と2つ のキャ リアの節 目の影響要因が生成 され、それぞれの

概念 と関係 し影響を与えていた(図1)。 また、キャリアの危機 と認識す る様々な節 目の体

験か ら教訓を得 るとい う構造 になっていた。
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り、職業的アイデ ンテ ィテ ィを強 めるこ とになっていた。更に ささえ となる人や言葉 は助

産師の職業的アイデ ンティテ ィを強化す るものであ り、節 目に とった行動 では、職業的ア



イデ ンティテ ィのゆらぎはな く確 固た るものになっていた。助産師 は、足 をひっぱるマネ

ジメン トとい うネガティブな感覚を持ってお り、職業的アイデ ンティティを活 かすマネ ジ

メン トを望んでいた。助産師にとってキャ リアの節 目は、単な る危機 の経験 ではな くプ ロ
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の成長につながる と同時に教 訓

か ら プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン フ ッ ド

(専門職 として の一人一人 が持

つ特質)の 要素を備 えていた。

助産師 のキャ リアの節 目の経

験は職業 的アイデ ンテ イテ イが

段階的に成長す るのではな く劇

的な変化 をみせ、人間的成長 を
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伴 う最大のキャ リアチャンス となる貴重な意味を持っ ものであった(図2)。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

少子化等に伴 う周産期 医療 の変化は、助産師の働 く場の統合や再編等 をもた らし、助産

師のキャ リア開発への影響が危惧 されている。本研究 はこうした背景をキャ リアの危機 と

とらえ、危機 に遭遇 した助産師のキャ リアの転機(節 目)の 経験 と教訓を明 らかにす るこ

とを目的に質的方法を用いて行われた。キャ リアの節 目に関す る11の カテゴ リと教訓が確

認 された。助産師は逆境 ともいえるキャ リアの危機 とい う節 目の経験から、職業的アイデ

ンティティーがさらに深ま り成長 につ ながることが導き出された。

本論文においては、職業的アイデンテ ィテ ィー とキャリア との関連、また他職種 あるい

は一般的職業人の節 目について言及す るこ とで、よ り深い考察につながる との評価 であっ

た 。


